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　本研究は中期特定研究「特別支援教育における ICT 活用に関する研究」の最終年度とし
て位置づけられ、我が国における ICT 活用の現状を把握し、今後の特別支援教育における
ICT 活用の課題の整理と特徴的な事例の整理を行った。
　特別支援学校における ICT 活用の整備状況については、それぞれの無線 LAN の整備やタ
ブレット PC の整備、研修のシステムなど学校間での違いが見えてきた。また、障害種別で
の ICT 活用の課題について整備をした。
　小中高等学校については無線 LAN の整備やデジタル教科書の整備状況など明らかになっ
たが、その活用が課題である。特に通級指導教室においては未整備の学校が多く、個別の学
習で活用が期待できる ICT の整備は急務であろう。
　実践事例については、特別支援学校と小中学校での 20 の実践事例をまとめることとなっ
たが、本研究のみでなく、今後も継続的に実践事例を収集するシステムが必要であろう。
　本研究の成果については、今後実践事例を特別支援教育教材ポータルサイトに掲載し、ま
たリーフレットを作成して広く普及する予定である。
最後に、本報告書が広くさまざまな学校で活用され特別支援教育の推進に寄与できればと考
えている。
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